
夏の装い夏の装い
主な内容

●2008夏 越後妻有 大地の祭り
●駅通り七夕まつり・ミニ大地の芸術祭／新農業委員
●「森の学校」キョロロへおいでよ
●協働のまちづくり情報
●地域の風～支所からのたより～
●Oh!ｍyクラス／なじょもなじょもほか
●まちの話題 TOPICS ほか
●県消防大会開催／お知らせ・ガイド
●この時 熱中・夢中
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「帯をこう折ると美しく見えますよ」。一人で着こなせる
ように丁寧に浴衣の着付け方を教える、この道40年の
キャリアを持つ根津ふみいさん（稲荷町３・67歳）。自宅
で着物の着付け教室を営む傍ら、開館当時からキナーレ
での指導に携わっています。キナーレでは１月と８月を
除く毎週木曜日に着物着付け教室（７月は浴衣）を開催し
ています。

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。
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会期後半（８月17日～31日）のお知らせ

「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」
　今回は「2008夏 越後妻有 大地の祭り」のうち、８月17日㈰から31日㈰に行われる催
し物をお知らせします。会期終盤は、新しい形のフリーマーケットや迫力のある舞台公演
も開催します。ぜひご参加ください。

観光交流課芸術祭推進室　☎757-2637 ／まつだい農舞台事務局　☎595-6310問合せ

後半の主な催し　イベント・ワークショップ

③

　

森
の
中
に
竹
や
木
の
枝
で
高
さ
約
５

ｍ
、
直
径
約
10
ｍ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
作
り

ま
す
。
晴
れ
た
日
は
、
水
と
鏡
の
プ
リ
ズ

ム
か
ら
虹
色
の
光
が
内
部
に
投
影
さ
れ
ま

す
。

●
日
時
＝
８
月
17
日
㈰
〜
31
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
節
黒
城
跡
キ

ャ
ン
プ
場
（
川
西
）
●
参
加
費
＝
無
料

（
イ
ベ
ン
ト
「
原
始
未
来
レ
イ
ヴ
」
：
８

月
31
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後
９
時　

参
加

費
５
０
０
円
）

　

作
家
と
集
落
の
養
蚕
経
験
者
が
指
導
者

と
な
り
、
昔
な
が
ら
の
座
繰
機
を
使
っ
て

糸
を
引
く
体
験
講
座
。
小
さ
な
糸
巻
き
に

絹
糸
を
巻
い
た
、
自
分
だ
け
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
お
み
や
げ
に
。

●
日
時
＝
８
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
●
会
場
＝
繭
の
家
（
松
代
・
蓬
平
）

●
参
加
費
＝
大
人
１
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
０
円
（
入
館
料
込
み
）
●
定

員
＝
20
人

　

里
山
を
走
り
回
る
缶
け
り
大
会
。
子
ど

も
、
大
人
、
お
客
さ
ん
、
集
落
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
み
ん
な
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
。

５
人
で
１
チ
ー
ム
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
出

場
者
募
集
中
！

●
日
時
＝
８
月
23
日
㈯
午
後
４
時
〜
５
時

●
会
場
＝
蓬
平
（
松
代
）

　

昔
の
土
を
使
っ
て
小
出
の
家
を
塗
っ
て

み
よ
う
！
子
ど
も
は
泥
作
り
、
大
人
は
壁

塗
り
。
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
土
壁
を

塗
ろ
う
。
21
〜
28
日
に
は
公
開
制
作
も
。

●
日
時
＝
８
月
24
日
㈰
午
後
３
時
〜
５
時

●
会
場
＝
小
出
の
家
（
中
里
・
小
出
）
●

参
加
費
＝
５
０
０
円

　
「
音
」
と
「
農
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
地
元
と
全
国
各
地
の

物
産
、
ク
ラ
フ
ト
、
芸
能
関
係
の
屋
台
が

勢
ぞ
ろ
い
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み

を
締
め
く
く
る
農
舞
台
ピ
ロ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

●
日
時
＝
８
月
30
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

８
時
●
会
場
＝
ま
つ
だ
い
農
舞
台
周
辺
●

料
金
＝
無
料
（
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
一
部
有

料
）

　

５
年
目
を
迎
え
る
、
文
楽
人
形
遣
い
吉

田
勘
緑
に
よ
る
儀
明
劇
場
公
演
。
今
年
の

公
演
は
文
楽
人
形
と
地
元
芸
能
「
神
楽
」、

そ
し
て
日
本
の
ジ
ャ
ズ
界
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
横
田
年
昭
の
共
演
。
未
知
な
る
も
の

が
出
会
う
、
三
位
一
体
の
新
た
な
即
興
音

楽
劇
を
創
り
出
し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
31
日
㈰
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
●
会
場
＝
儀
明
劇
場
―
倉
―
（
松

代
・
儀
明
）

●
料
金
＝
大
人
前
売
３
、
０
０
０
円
（
当

日
３
、
５
０
０
円
）
小
・
中
学
生
無
料
●

出
演
＝
吉
田
勘
緑
、
木
偶
舎
、
横
田
年
昭
、

永
田
砂
知
子
、
納
見
義
徳
、
室
野
神
楽

◎
８
月
26
日
㈫　

二
ツ
屋
・
諏
訪
神
社
秋

祭
り
（
十
日
町
）

◎
８
月
26
日
㈫　

川
治
・
妻
有
神
社
奉
納

演
芸
大
会
（
十
日
町
）

◎
８
月
27
日
㈬　

芋
川
・
行
者
様
祭
り（
中

里
）

◎
８
月
30
日
㈯　

上
山
・
諏
訪
神
社
秋
祭

り
（
中
里
）　

全日
「カボチャの空に、民話の星々」（鉢・旧真田小学校、午前10時〜午後５時）
「遺影撮影ワークショップ」（名ヶ山写真館、午前10時〜午後５時）

１ 金 こどもサマーキャンプ（〜４日）

２ 土
「小脇 夏の学校2008」（小脇、午前10時〜午後６時）
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
ミュージックコンサート「かぼちゃライブ」（鉢・旧真田小学校、午後４時〜５時）

３ 日
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
「木の実とハッパのワークショップ」（鉢・旧真田小学校、午後1時〜２時30分）

４ 月 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

５ 火 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

６ 水

７ 木 里山悠遊学びの旅第一弾「末盛千枝子さんと行く越後妻有・絵本とアートの旅」（〜８日）

８ 金

９ 土 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

10 日 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

11 月 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

12 火 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

13 水 「峠集落の運動会」（星峠、午後３時〜）

14 木
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
「里山かくれんぼ」（大厳寺高原、午後３時〈予定〉〜）

15 金
「明後日新聞社主催アサッテカップ」（莇平、午前10時〜午後４時）
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

16 土
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
「伊沢創作和紙であかりをつくろう」（犬伏、午後２時〜４時）

17 日
「越後妻有レインボーハット2008」（節黒城跡キャンプ場、午前10時〜４時）（〜 31日）
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

18 月 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

19 火 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

20 水

21 木

22 金

23 土
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
「繭から生糸を引こう」（蓬平・繭の家、午後１時30分〜３時）
「里山かくれんぼ」（蓬平、午後４時〜５時）

24 日
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
「どろんこ！土壁のワークショップ」（小出の家、午後３時〜５時）

25 月 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

26 火 「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）

27 水

28 木

29 金

30 土
大人の夏休みツアー「越後妻有　五感を呼びさますアート・芸能・温泉・自然・食のおもてなしツアー」（〜 31日）

「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
里山ミュージックフェスティバル「音・楽・市」（まつだい農舞台周辺、午前10時〜午後８時）

31 日
「世界でひとつだけのベリージャムをつくろう」（ナカゴグリーンパーク、午前10時30分〜11時30分）
「原始未来レイヴ」（節黒城跡キャンプ場、午前11時〜午後９時）
儀明劇場公演「儀明遥想」（儀明劇場 �倉�、午後３時〜４時30分）

「越後妻有 大地の祭り」イベント・カレンダー（８月）
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関
口
恒
男　

越
後
妻
有
レ
イ

ン
ボ
ー
ハ
ッ
ト
２
０
０
８

古
巻
和
芳

繭ま
ゆ

か
ら
生
糸
を
引
こ
う

地
元
の
祭
り
に
鬼
太
鼓
座
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
加
わ
っ
て
、

盛
り
上
げ
ま
す
！

小
出
の
家　

ど
ろ
ん
こ
！

土
壁
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

儀
明
劇
場
公
演
「
儀
明
遥
想

（
は
る
か
な
る
お
も
い
）」

里
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
音
・
楽
・
市
」

里
山
か
く
れ
ん
ぼ



新
委
員
決
定
！

　
６
月
29
日
㈰
、
３
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
一

般
選
挙
告
示
・
立
候
補
受
付
が
行
わ
れ
、
各
選
挙
区
と
も
立
候
補
者
が

委
員
定
数
と
同
数
で
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
７
月
６
日
㈰
に
選
挙
会
を
開

き
、
下
表
の
40
人
の
当
選
を
確
定
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
選
出
に
よ
る
40
人
と
市
長
が
選
任
す
る
７
人

の
合
計
47
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
委
員
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

◆問合せ
農業委員会事務局

☎757-3286

農地のことなら何でも
相談してください

農
家
の
相
談
所

十
日
町
市
農
業
委
員

選挙区 氏名（年齢） 住所・推薦団体 選挙区 氏名（年齢） 住所・推薦団体

第１選挙区
（定員３人）
十日町・川治
・六箇地区

南雲　敏夫（71） 中村

第６選挙区
（定員７人）

中里地区

樋口　富行（57） 荒屋

長津　高吉（71） 川治上町１ 藤ノ木秀一（60） 小出

村山　隆義（50） 西浦町東 南雲　秀夫（57） 本屋敷

髙橋　定利（61） 倉俣

第２選挙区
（定員３人）

中条地区

須藤　英雄（49） 中条島 小栁　由夫（56） 如来寺

阿部三代繼（74） 東枯木又 渡邉　富喜（38） 高道山

金子　武司（63） 四日町新田１ 大口　富雄（52） 重地

第７選挙区
（定員６人）

松代地区

村松　竹一（72） 儀明

第３選挙区
（定員４人）

吉田・下条地区

栁　　則夫（69） 吉田山谷 関谷信一郎（52） 松代

野上二三夫（60） 高島１ 樋口　繁勝（59） 田野倉

山田　清吉（64） 新光寺 柳　　幸雄（67） 犬伏

関　　由昇（67） 上新田２ 米持　熊夫（57） 室野

第４選挙区
（定員３人）

水沢地区

佐藤三代治（66） 当間 柳　　善雄（61） 太平

富井　良平（57） 水沢２

第８選挙区
（定員５人）
松之山地区

髙橋　清一（62） 天水島

金澤　和宏（60） 土市１ 村山　幸夫（46） 坪野

相沢　成一（60） 水梨

第５選挙区
（定員９人）

川西地区

大嶋　一夫（57） 新町新田 髙橋清一郎（61） 湯山

數藤　昭夫（63） 沖立 村山　重雄（58） 浦田

金子　　守 （52） 上野

市長が選任する
委員

柄澤　和久（53） ＪＡ十日町

中村伊勢男（68） 坪山 児玉　孝夫（67） 魚沼農業共済

髙野　敏夫（58） 室島 北村　公男（63） 土地改良協会

中村　庄平（55） 大白倉 庭野レイ子（63） 市議会

平野　啓介（67） 東善寺 髙橋　信雄（71） 市議会

滝井　　保 （62） 野口 若井　君男（56） 市議会

山田　敬一（61） 仁田 重野　和子（74） 市議会

新農業委員（任期：平成20年７月20日〜平成23年７月19日）
※敬称略

農
業
委
員
の
主
な
仕
事

◆
農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用
の
審
査
・
許
可

◆
規
模
拡
大
を
図
る
人
な
ど
へ
、
農
地
利
用
集
積
と
経
営
改
善
支
援

◆
耕
作
放
棄
地
対
策
と
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

◆
農
業
者
年
金
加
入
推
進
と
受
給
手
続
き
の
手
伝
い

◆
情
報
事
業
と
し
て
﹁
全
国
農
業
新
聞
﹂
の
普
及
拡
大

◆
農
業
者
の
相
談
受
付
な
ど

　
駅
通
り
商
店
街
を
お
お
う
約
50
本
の
七

夕
の
笹
飾
り
。
色
と
り
ど
り
の
飾
り
と
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
映
え
ま
す
。
商
店
の

軒
先
に
は
園
児
た
ち
の
願
い
ご
と
が
書
か

れ
た
短
冊
が
掲
げ
ら
れ
、
日
中
も
宵
も
商

店
街
を
行
き
交
う
人
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
夕
方
６
時
か
ら
歩
行
者
天
国

に
し
た
通
り
で
、「
下
町
俄
に
わ
か

」
の
山
車
を

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

や
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ
が
に
ぎ
わ

い
を
呼
ぶ
中
、
商
店
街
振
興
組
合
の
メ
ン

バ
ー
が
金
魚
す
く
い
や
飲
食
の
模
擬
店
を

出
し
て
、
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
４
年
前
の
七
夕
ま
つ
り
か
ら
、
第
２
回

大
地
の
芸
術
祭
で
駅
通
り
に
飛
行
体
の
作

品
「
Ｇゴ

Ｏ� 

Ｆフ

ラ

イ

ト

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
を
展
開
し

た
林
剛
人
丸
さ
ん
も
参
加
。
昨
年
か
ら
は
、

林
さ
ん
が
勤
務
す
る
筑
波
大
学
の
学
生
や
、

知
人
で
第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
の
参
加
作

家
で
あ
る
東
京
藝
術
大
学
の
山
本
浩
二
さ

ん
と
同
大
の
学
生
と
と
も
に
「
ミ
ニ
大
地

の
芸
術
祭
」
と
し
て
、
新
た
な
趣
向
を
加

え
て
七
夕
ま
つ
り
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
さ
ら
に
、
同
じ
く
大
地
の
芸
術
祭

参
加
作
家
で
あ
る
長
谷
川
仁
さ
ん
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
池
田
光
宏
さ
ん
の
映
像
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
駅
通
り
で
は
、
平
成
18
年
に
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ

統
一
景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
」
を
取
り
入

れ
、
翌
19
年
も
駅
通
り
単
独
事
業
と
し
て

地
域
に
あ
る
資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、

「
駅
通
り
﹃
和
﹄
の
ま
ち
づ
く
り
」。
歴
史

や
伝
統
文
化
に
沿
い
、
和
風
、
和
合
、
和

み
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
町
内
外
の
交

流
を
図
ろ
う
と
、

町
内
に
専
門
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
は
、

大
地
の
芸
術
祭
を

縁
に
つ
な
が
り
の

﹁
Ｇゴ

Ｏー 

Ｆフ

ラ

イ

ト

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
﹂
の
会
事
務
局
長

　
西
野
　
和
之
さ
ん

　
　
　
　（
駅
通
り
・
52
歳
　
写
真
右
）

　
平
成
15
年
の
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭

で
、
林
剛
人
丸
さ
ん
（
写
真
左
）
が
駅
通

り
で
作
品
を
出
展
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
町
内
に
事
務
局
を
結
成
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
芸
術
祭
の
に
ぎ
わ

い
を
中
心
市
街
地
に
も
引
き
込
も
う
と
、

町
内
も
連
携
し
て
、
ア
ー
テ
�
ス
ト
の
独

特
な
感
性
を
取
り
入
れ
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
町
内

の
ま
つ
り
に
作
家
や
学
生
が
加
わ
っ
て
く

れ
る
と
、
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
の
で
活
気
が
出
ま
す
。
Ｔ
Ｍ
Ｏ
統
一
景

観
形
成
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
だ
と

き
、
私
も
専
門
委
員
を
し
て
い
て
、
林
さ

ん
や
蓮
見
教
授
と
計
画
を
練
る
う
ち
に
私

た
ち
が
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
つ
な

が
り
を
通
じ
て
、
住
ん
で
い
る
人
が
楽
し

く
な
る
よ
う
な
設

し
つ
ら

え
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。

 
７
月
４
日
㈮
�
５
日
㈯
の
２
日
間
�「
駅
通
り
七
夕
ま
つ
り
」︵
十
日
町
市
駅
通
り
商

店
街
振
興
組
合
主
催
︶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
�
駅
通
り
に
に
ぎ
わ
い
を
呼
ぼ
う
と
始
ま

�
た
こ
の
ま
つ
り
も
今
年
で
20
回
目
�
昨
年
か
ら
は
�
大
地
の
芸
術
祭
に
参
加
し
て
い

る
作
家
や
学
生
が
加
わ
�
た
「
駅
通
り
ミ
ニ
大
地
の
芸
術
祭
」
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
て

い
て
�
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
�
て
い
ま
す
�

住
民
手
作
り
の
ま
ち
お
こ
し
　
商
店
街
に
ぎ
わ
う

駅
通
り
七
夕
ま
つ
り

　
　
　ミニ
大
地
の
芸
術
祭

駅
通
り
七
夕
ま
つ
り

　
　
　ミニ
大
地
の
芸
術
祭

あ
る
林
さ
ん
を
迎
え
、
筑
波
大
学
の
蓮
見

孝
教
授
の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
計
画
を

策
定
し
、
町
内
ぐ
る
み
で
ま
ち
お
こ
し
を

実
践
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
チ
ン
コ
ロ
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成

し
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
意
識
を
高
め

な
が
ら
景
観
整
備
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
大
地
の
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

住
民
に
作
家
を
加
え
た
新
た
な
視
点
で
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

山本浩二さん（写真上）と「ペーパー王子のペ
ーパーランド」を出店した東京藝術大学の学生

池田光宏さん作「by the window-十日
町夏バージョン2008」

長岡市出身：溝口政子さんデザイ
ンの「チンコロ」のロゴマーク

長
谷
川
仁
さ
ん
作
﹁
星
に
願
い
を
﹂
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大
地
の
芸
術
祭
を
き
�
か
け
に

ま
ち
づ
く
り



松之山野鳥愛護会

村山祐一さん
（上川手・49 歳）

　平成15年の「第２回大地の芸術祭」で松之山地域の拠

点として開館した「森の学校」キョロロ。建物本体が芸術

作品であるとともに、地域の自然をふんだんに蓄えた教育

研修施設です。キョロロには、昆虫や植物のデータがいっ

ぱい。この夏休み、里山の自然を学びにキョロロへ行こう。

自然を遊べる

昆虫探しに出かけよう！昆虫探しに出かけよう！

キ
ョ
ロ
ロ
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
ダ
イ
ジ

ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
「
だ
い
じ
ん

が
ぁ
」
を
集
め
、
そ
の
思
い
入
れ
や
Ｐ
Ｒ

ポ
イ
ン
ト
を
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
地
域
そ
の
も
の
を
売
り
込
む

戦
略
で
、
生
き
物
や
遺
跡
、
美
し
い
景
観

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
十
日
町
市
の
魅

力
と
な
っ
て
世
界
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
常
に
情
報
を
更

新
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

ダ
イ
ジ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ   h

ttp
://w

w
w

.d
a
izin

g
e
r.jp

/

大
き
な
ヘ
ビ
が
頭
を
も
た
げ
た
よ
う

に
、
茶
色
い
建
物
が
林
の
中
央
に
た
た
ず

ん
で
い
ま
す
。
全
身
が
雨
や
雪
に
強
い
鉄

板
で
で
き
て
い
て
、
サ
ビ
つ
い
た
色
が
周

り
の
緑
や
空
の
色
を
引
き
立
た
せ
ま
す
。

「
鉄
板
が
伸
び
縮
み
し
て
、
ま
る
で
生
き

て
い
る
よ
う
に
夏
と
冬
で
は
20
㎝
も
大
き

さ
が
違
う
ん
で
す
」
と
キ
ョ
ロ
ロ
の
不
思

議
を
話
す
昆
虫
博
士
の
永
野
昌
博
さ
ん
。

キ
ョ
ロ
ロ
は
、
周
囲
の
須
山
地
内
が
、

美
人
林
を
始
め
野
鳥
や
山
野
草
の
宝
庫
で

あ
り
、
ま
た
、
市
の
名
誉
市
民
で
日
本
の

昆
虫
学
の
普
及
に
努
め
た
志
賀
夘
助
さ
ん

が
松
之
山
出
身
で
、
志
賀
さ
ん
の
標
本
を

展
示
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
大
地
の

芸
術
祭
の
作
品
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
形
は
、
以
前
あ
っ

た
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
を
か
た
ど
っ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ョ
ロ
ロ
は
里
山
科
学
館
と
し
て
、
大

地
の
芸
術
祭
作
品
の
展
示
や
志
賀
さ
ん
が

集
め
た
世
界
の
チ
ョ
ウ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

約
３
、
８
０
０
点
を
中
心
に
、
松
之
山
の

自
然
が
分
か
る
動
植
物
や
生
活
・
文
化
な

ど
の
情
報
を
常
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
・
大
学
・
民
間
企
業
な

ど
と
と
も
に
地
域
の
宝
を
研
究
し
、
そ
の

宝
を
教
育
・
体
験
活
動
・
里
山
保
全
・
産

業
な
ど
へ
幅
広
く
活
用
し
て
、
今
ま
で
に

な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
の
が
地

元
の
自
然
。
キ
ョ
ロ
ロ
は
地
域
の
未
知
な

る
お
宝
を
見
つ
け
る
た
め
、
昆
虫
や
植
物

な
ど
専
門
の
知
識
を
持
っ
た
学
芸
員
や

研
究
員
が
研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
林
に
は
無
数
の
生
き
物
が
住
ん
で
い
ま

す
が
、
ま
だ
名
前
も
つ
い
て
い
な
い
も
の

も
多
い
ん
で
す
」
と
話
す
永
野
さ
ん
。
永

野
さ
ん
も
３
年
前
に
、
全
長
０
・
９
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
新
種
の
甲
虫
を
発
見
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
は
、
松
之
山
の
名
前
を
取
っ

て
「
マ
ツ
ノ
ヤ
マ
ヒ
メ
コ
ケ
ム
シ
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
知
識
を
集
め
、
研
究
や
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
た
め
に
地
元
市
民
と
の
協

働
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
森
づ
く
り

旧
松
之
山
町
の
町
の
鳥
で
、
そ
の
鳴
き

声
か
ら
キ
ョ
ロ
ロ
の
名
前
に
も
な
っ
た
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
保
護
活
動
が
「
松
之
山

野
鳥
愛
護
会
」
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
や
野
鳥
の
多
く
は

緑
豊
か
な
山
あ
い
を
好
み
ま
す
。
そ
れ
ら

が
暮
ら
し
や
す
い
山
里
を
作
る
こ
と
は
、

環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
探
鳥
会
の
開
催
や
講
演
会
を
と
お
し

て
、
専
門
家
と
地
元
市
民
に
よ
る
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
須
山
花
ご
よ
み
調
査

「
松
之
山
自
然
友
の
会
」
が
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
参
加
者
と
と
も
に
キ

ョ
ロ
ロ
周
辺
の
野
山
を
回
り
季
節
の
草
花

調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。調
べ
た
草
花
は
、

キ
ョ
ロ
ロ
の
森
の
花
カ
レ
ン
ダ
ー
や
花
マ

ッ
プ
に
記
録
さ
れ
、
年
間
を
と
お
し
て
地

域
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ョ
ロ
ロ
は
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
小
・

中
学
校
の
総
合
学
習
・
自
由
研
究
の
支
援

や
環
境
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ョ
ロ
ロ
が
目
指
す

自
然
を
見
つ
め
た
地
域
づ
く
り

「
大
事
な
も
の
」
世
界
に
自
慢

ダ
イ
ジ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
種
の
昆
虫
発
見

名
前
に
地
名
を
入
れ
た

市
民
の
知
識
を
生
か
し
た
活
動

キ
ョ
ロ
ロ
入
館
料
減
免
の
お
知
ら
せ

次
の
人
は
、
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

●
市
内
小
・
中
学
生

●
身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
持
参
し
た
人
及
び
、
１
人
に
つ
き

介
助
者
１
人

〈
期
間
＝
平
成
21
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
〉

●日　時：８月９日㈯

　　　　　午後３時30分〜６時30分

●場　所：キョロロ

●参加費：無料

●内　容：講演「地面は土壌動物の

　　　　糞
ふん

でいっぱいだ！」

　講師：金子信博氏（横浜国大教授）

2008年　夏の特別企画展

森を支える小さな戦士
〜落ち葉の下のいきもの展〜

9月15日(敬老の日)まで開催中
　土の中は小宇宙！森

を歩くその足の下に

は、なんと数万もの小

さな虫たちが落ち葉を

食べながらひっそりと

暮らしています。大きな森も、私たちも、こ

の小さな虫たちに支えられて生きているので

す。知られざる土の中の世界を、科学とアー

トとびっくり体験を交えて紹介します。

■開館時間：午前９時〜午後５時（入館は４

　時30分まで）

■休館日：火曜日休館（火曜日が祝日の場合

　は翌日休館） ※８月は無休

■入館料：大人500円　小・中・高生300円

　　　　　小学生未満無料（団体割引きあり)

※市内小・中学生及び身体障がい者など無料

世界のクワガタ＋カブトムシ展
８月31日㈰まで開催中

第15回　里山学会

土から地球を考える
〜土壌動物の多様性と役割〜

夏休みミニ講座昆虫博士

永野昌博さん

学芸員　工学博士
1974 年福岡県生まれ
専門：昆虫、魚、は虫類など

クワガタ・カブトムシだけが昆虫じゃないぞ。ガだっ
てアブだって立派な昆虫の仲間。せっかくの夏休み、ク
ワ・カブだけじゃなく、身近な昆虫にも目を向けてみよ
う。そこにはいろんな不思議と感動が待っているぞ。

今回は、身近にいるけど、あまり知らない虫をいかに
して捕まえるかを伝授します。

　つかまえたら標本にしよう。キョロロでは、標本づくり

を教える体験プログラムを実施中。19ページを見てね！

設置した落とし穴トラップ。地

表面と同じ高さに埋めるのがコ

ツだ

とり肉を入れたトラップで捕ま

えられた昆虫たち

（ヨツボシモンシデムシ、クロ

シデムシ、エンマコガネ）

まず、簡単なのが、

落とし穴トラップ。

方法は、プラスチッ

クカップの口が地面

と同じ高さになるま

で埋め、２、３日そ

のまましておけばＯ

Ｋ。たったこれだけ

で地面を歩く虫をけっこう捕まえることができるの

です。さらに、このコップの中に砂糖水や焼酎、と

り肉などいろいろなものを変えて入れると、集まっ

てくる昆虫の種類も違ってきて楽しさ倍増です。ぜ

ひともお試しあれ。

プラスチックカップ

焼酎やとり肉などのエサ

割り箸 地表面

地中

屋根（厚紙など）

《落とし穴トラップ法》

問合せ：十日町市立里山科学館　越後松之山「森の学校」キョロロ
　　　　☎595-8311 　http://www.matsunoyama.com/kyororo/

「森の学校」キョロロへおいでよ「森の学校」キョロロ

越後松之山「森の学校」キョロロ（作：手塚貴晴＋由比）

　
キ
ョ
ロ
ロ
が
で
き
て
林
道
が
作
ら
れ
、

草
刈
り
や
崩
落
の
修
理
が
さ
れ
る
こ
と

で
、水
辺
や
田
ん
ぼ
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
野
山
に
住
む
動
植
物
は
も
ち
ろ

ん
、
地
元
の
私
た
ち
に
も
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
荒
れ
て
い
た
ら
そ
う
は
い
き
ま

せ
ん
。
自
然
は
財
産
で
す
。
訪
れ
て
き
た

人
に
は
、
こ
こ
の
農
業
が
作
り
出
す
里
山

の
自
然
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
キ
ョ

ロ
ロ
で
の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
る
と
、
研

究
員
の
人
た
ち
か
ら
い
ろ
ん
な
知
識
を
吸

収
で
き
る
の
で
、
互
い
に
地
域
の
良
さ
を

引
き
出
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

昆虫博士といっしょに
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要
。
市
民
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
モ
デ
ル
事

業
の
検
討
の
過
程
で
、
地
区
の
状
況
に
応

じ
た
役
割
分
担
を
み
ん
な
で
考
え
た
い
。

Ｑ
２
　
モ
デ
ル
事
業
は
す
べ
て
の
地
域
協

議
会
の
も
の
を
取
り
上
げ
る
の
か
。ま
た
、

行
政
主
導
で
決
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
地

域
協
議
会
で
検
討
す
る
の
か
。

Ａ
２
　
市
民
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
職
員
と

市
民
の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検
討

を
積
み
上
げ
て
い
く
過
程
で
、
モ
デ
ル
事

業
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
市
が
一
方
的
に
決
め

る
こ
と
は
な
い
し
、
地
域

協
議
会
単
位
に
割
り
振
ら

れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ

く
ま
で
も
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
う
え
で

﹁
モ
デ
ル
﹂
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
も
の
を
選
定
・
立

案
す
る
こ
と
に
な
る
。
数

も
絞
ら
れ
た
も
の
に
な

る
。

　
市
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、
田
口
市
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
市
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
委
員
で
山
口
大
学
大
学
院
教
授
の
内

田
文
雄
氏
と
、
国
土
交
通
省
地
域
振
興
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
寺
川
重
俊
氏
が
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
に
つ
い
て
講
演
。
旧

川
西
町
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
熊
本

県
内
の
住
民
中
心
の
公
園
づ
く
り
な
ど
実

例
を
あ
げ
な
が
ら
、
十
日
町
市
は
十
日
町

市
流
の
協
働
の
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
、
市
議
会
も
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
ほ
し
い
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
１
　
市
と
県
、
市
と
市
民
、
市
と
国
と

の
協
働
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
１
　
国
・
県
は
、
協
働
の
担
い
手
と
い

う
よ
り
は
支
援
者
と
認
識
。
あ
く
ま
で
も

市
民
と
市
の
協
働
を
考
え
た
い
。

Ｑ
２
　
市
民
と
市
が
同
レ
ベ
ル
の
意
識
に

な
ら
な
い
と
協
働
は
成
り
立
た
な
い
の
で

は
な
い
か
。
市
の
押
し
付
け
に
な
ら
な
い

か
。

Ａ
２
　
少
し
時
間
が
か
か
っ
て
遠
回
り
で

も
、
積
み
上
げ
方
式
で
じ
っ
く
り
と
市
民

と
職
員
の
意
識
の
共
有
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
行
う
。

Ｑ
３
　
協
働
で
市
民
は
何
を
得
る
の
か
。

一
定
の
団
体
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る

よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
。
さ
ま
ざ

ま
な
格
差
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
３
　
い
ろ
ん
な
考
え
・
い
ろ
ん
な
ニ
ー

ズ
に
一
律
な
対
応
で
満
足
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
。
協
働
で
す
べ
て
を
解

決
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
み
ん
な
が

納
得
し
た
う
え
で
も
の
ご
と
を
進
め
る
こ

と
は
、
そ
の
一
歩
と
な
り
う
る
。

Ｑ
４
　
市
民
の
協
働
レ
ベ
ル
は
相
当
高

い
。
職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
で
、
行
政

主
導
で
協
働
を
進
め
て
も
説
得
力
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。
市
民
ニ
ー
ズ
の
視
点
か

ら
入
る
こ
と
が
大
事
だ
。

Ａ
４
　
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
や
っ
て
い

き
た
い
。
今
は
市
民
と
市
役
所
の
間
に
バ

リ
ア
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
取
り
払
う
た
め
に
も
職
員
研
修
を
含
め

て
進
め
た
い
。
行
政
主
導
と
い
う
が
、
だ

れ
か
が
石
を
投
げ
な
け
れ
ば
水
面
に
波
は

生
ま
れ
な
い
。
ま
ず
始
め
て
、
み
ん
な
で

い
っ
し
�
に
幸
せ
感
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
。

　
11
の
地
域
協
議
会
か
ら
45
人
が
参
加
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
学
習
・
懇
談
会
で

も
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
１
　
こ
れ
ま
で
地
区
の
こ
と
は
振
興
会

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
き
た
。
古

く
か
ら
あ
る
振
興
会
と
新
し
い
振
興
会
で

も
温
度
差
が
あ
り
、
地
域
協
議
会
の
あ
り

方
も
よ
く
見
え
て
い
な
い
。
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
で

き
る
の
か
。

Ａ
１
　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み

を
基
本
に
個
々
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き

た
い
。
今
ま
で
ど
お
り
で
良
い
の
で
あ
れ

ば
そ
の
ま
ま
で
い
い
し
、
変
え
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
が
必

Ｑ
３
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
の

策
定
に
は
時
間
が
か
か
る
よ
う
だ
が
、
行

政
が
や
る
こ
と
、
地
域
が
や
る
こ
と
、
協

働
で
や
る
こ
と
を
早
く
決
め
て
、
早
期
に

指
針
策
定
で
き
な
い
か
。

Ａ
３
　﹁
何
を
や
る
の
か
﹂
で
は
な
く
﹁
ど

う
や
る
の
か
﹂
を
検
討
す
る
の
が
今
回
の

指
針
づ
く
り
。
結
果
で
は
な
く
プ
ロ
セ
ス

が
重
要
で
、
現
状
・
将
来
展
望
を
ふ
ま
え

て
、
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
や
思
い
を
集

め
て
形
に
し
て
い
く
。
職
場
や
担
当
な
ど

に
よ
っ
て
ブ
レ
な
い
﹁
羅
針
盤
﹂
と
し
て

の
指
針
づ
く
り
に
は
、
そ
れ
な
り
の
時
間

と
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
。

　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉

に
は
と
て
も
広
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い

て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
は
、
自
分
の
描
く

イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
考
え
が
示
さ
れ
る
と

「
違
う
」
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
う
し
た
違
い
を
み
ん
な
で
出
し
合
い

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
み
ん
な
が
共
有
で
き

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
を
描
い
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
意
見
交
換
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７
︱
３
６
９
３

　（
内
線
２
３
７
）

﹁
何
を
﹂
で
は
な
く
﹁
ど
う
﹂
や
る
か

振
興
会
と
協
議
会
の
あ
り
方
は

ま
ず
石
を
投
げ
て
み
よ
う

市
の
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
③

　
十
日
町
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３

か
月
あ
ま
り
。
ま
だ
ま
だ
﹁
何
を
ど
ん
な
形
で
や
る
の
か
分
か
ら
な
い
﹂

と
い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
６
月
30
日
㈪
に
は
、
市
議
会
全
員
協
議

会
で
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
と
、
地
域
協
議
会
関
係
者
を
対
象
と

し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
学
習
・
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市議会総務委員会　協動を学ぶ

職員プロジェクトチーム発足！

７月８日㈫から９日㈬にかけて、市議会総

務常任委員会（涌井充委員長）の行政視察が

行われ、委員と随行職員合わせて10人が先

進地である３市の取り組みを学びました。

上越市では、高齢化集落のヒアリング調査

結果とその後の対策、富山県魚津市では、コ

ミュニティモデル地区に担当職員を配置して

地域自治を進める取り組み、また福井市では、

地区の実情に合わせた支援プランを用意する

まちづくり事業についてそれぞれ説明を受け

ました。そのうえで、当市の現状なども含め

て意見交換し、理解を深めました。

７月１日㈫、協働のまちづくり職員プロジ

ェクトチームが発足しました。「やりません

か！」という募集に応じた顔ぶれは、20代

から50代までの21人。「協働はまちづくりに

不可欠。職員の先導として力を発揮してほし

い」と市長の訓示を受けた後、いささか緊張

しながらも、参加の動機や期待することなど

をそれぞれ述べました。

７月15日㈫には、ワーキングを開始。内

田文雄氏と寺川重俊氏を講師に、市民ヒアリ

ングの進め方などについて演習形式で研修し

ました。今後、グループ編成をして、市民活

動団体のヒアリングを進めていきます。

8市報とおかまち『だんだん』平成20年7月25日号市報とおかまち『だんだん』平成20年7月25日号9

市
議
会
・
地
域
協
議
会
で
懇
談

　
　
　
　協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
議
会
・
地
域
協
議
会
で
懇
談

　
　
　
　協
働
の
ま
ち
づ
く
り



思い出たくさんなかさと交流 自
慢
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
わ
が
家
の

裏
は
世
界
一
雪
解
け
が
遅
い
と
思
い
ま

ら
っ
て
移
植
し
た
も
の
で
、
毎
年
生
え
る

も
の
の
増
え
も
し
ま
せ
ん
。

菊
に
似
た
葉
の
黄
連
、
と
い
う
意
味
の

漢
名
で
、
根
は
胃
腸
の
妙
薬
と
し
て
昔
か

ら
有
名
で
す
。
ず
っ
と
前
に
、
柏
崎
の
老

婆
が
採
取
に
行
っ
て
、
手
に
一
つ
か
み
の

黄
連
を
握
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
事
故
が
あ
っ
た
の
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
地
に
自
然
に
生
え
て
い

る
の
は
極
め
て
少
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
主
に
杉
林
の

中
を
好
む
よ
う
で
す
。
春
の
花
と
し
て

は
、
ほ
か
の
華
や
か
な
も
の
と
は
違
い
、

は
か
な
い
姿
形
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　

（
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
）

キ
ク
バ
オ
ウ
レ
ン

41

す
。
冬
中
の
屋
根
の
雪
を
落

と
し
た
山
が
５
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
う
え
に
、
日
当
た
り

が
悪
い
か
ら
で
す
。
そ
ん
な

雪
を
つ
つ
い
て
い
る
と
、
排

水
溝
の
温
度
で
空
洞
に
な
っ

た
石
垣
の
す
き
間
に
、
「
キ

ク
バ
オ
ウ
レ
ン
」
と
い
う
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科

の
常
緑
多
年
草
が
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
室
野
の
あ
る
家
の
軒
下
に
び
っ
し
り

と
植
栽
さ
れ
て
い
た
の
を
一
株
譲
っ
て
も

キクバオウレン

あじさい＆菖蒲まつり
　７月13日㈰、あじさい＆菖蒲まつりが松代城跡

公園で行われ、約150人の人出でにぎわいました。

このイベントは、地域の観光資源を生かし、住民が

楽しみながら活性化に結び付けようと昨年から始め

られた地域住民手作りのお祭りです。

　城跡公園内の10,000本の花菖蒲と5,000本のアジ

サイの花はちょうど見ごろを迎え、辺り一面が花の

香りに包まれていました。広場では、豚汁が無料で

ふるまわれ、訪れた人たちは昼食や小宴を楽しみま

した。松代区長の中村昭次さんは、「今年は雨が少

なくあじさいの手入れが大変でした。このイベント

もまだ知らない人が多いので、たくさんの人から来

てもらえるように工夫して盛り上げていきたい」と

話し

ていました。

◇シンポジウム
農村における「怪」と「談」
　農村に伝えられてきた「怪」と「談」を、
さまざまな角度から考えます。

●日　時　８月９日㈯
　　　　　午後５時30分〜７時
●会　場　まつだい農舞台
●参加費　大人1,000円、小・中学生　
　　　　　800円※企画展入場料込み

◇夏の企画展（開催中）
越後妻有「怪と談」展
　この地域に伝わる不思議な話をとおし
て、地域に息づく「怪」と、みんなで語
り合う「談」にスポットを当てた企画
展。光・音、文字やオブジェなど、作家
によって表現された里山の神秘を楽しめ
ます。

●会　期　10月19日㈰まで
　　　　　午前10時〜午後５時
　　　　　（８月は午後６時まで）
●会　場　まつだい農舞台
●入場料　大人500円、
　　　　　小・中学生300円
●休館日　毎週月曜日
　　　　　（祝日の場合は翌日）
　　　　　※８月は無休

◇座談会
百物語の夕べ
　ロウソクの明かりの下での怪談会。あ
なたの知っている不思議な話を語り明か
しませんか。

●日　時　８月９日㈯午後９時〜11時
●会　場　松之山・三省地区
　　　　　コミュニティセンター
●参加費　500円（１ドリンク付）

◇ワークショップ
モノノケカンコウのススメ
日本全国妖怪伝承地＆妖怪物産巡り
　日本全国の妖怪伝承地や現地で売られ
ている妖怪玩具を紹介。

●日　時　８月10日㈰
　　　　　午後１時30分〜３時
●会場・参加費　シンポジウム同様

●申込み・問合せ　まつだい農舞台☎ 595-6180

今
年
の
夏
は
「
怪
談
」
で
涼
し
く
！

　
　
　
　
　
　
　
〜
ま
つ
だ
い
農
舞
台
の
催
し
〜

●「
な
か
さ
と
交
流
」�
て
？

 

₁₈
年
目
の
友
情
を
確
認

　
　
　
　
　
　
第
₃₅
回
な
か
さ
と
交
流

「
な
か
さ
と
交
流
会
」
は
18
年
前
（
平

成
３
年
）、
当
時
の
中
里
村
と
沖
縄
本
島

の
西
側
に
あ
る
沖
縄
県
仲
里
村
（
現
在
は

「
久
米
島
町
」）
と
が
「
な
か
さ
と
む
ら
」

同
士
で
友
情
の
輪
を
広
げ
、
人
材
育
成
や

異
文
化
交
流
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

気
候
風
土
の
全
く
違
う
２
つ
の
地
域
。
夏

は
中
里
地
域
の
児
童
が
久
米
島
町
を
、
冬

は
久
米
島
町
の
児
童
が
中
里
地
域
を
訪

れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
家
族
ぐ
る
み
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

35
回
目
と
な
る
今
回
の
な
か
さ
と
交
流

会
は
、
７
月
３
日
㈭
か
ら
７
日
㈪
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
里
地
域
の
児
童
14
人
は
、
沖
縄
県
那

覇
空
港
に
到
着
後
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
・
平

和
祈
念
公
園
を
訪
れ
ま
し
た
。偶
然
に
も
、

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
だ
っ
た
語
り
部
の
人
と

出
会
い
、
貴
重
な
沖
縄
戦
の
経
験
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
い
よ
い
よ
久
米
島
へ
。
同

じ
�
な
か
さ
と
�
な
の
に
、
大
違
い
の
景

色
に
児
童
も
び
っ
く
り
。
児
童
た
ち
は
町

内
の
各
学
校
へ
分
か
れ
て
交
流
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
仲
里
小
学
校
で
は
体
育
館
で

歓
迎
の
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
、
幼
稚
園
も

併
設
さ
れ
た
比
屋
定
小
学
校
で
は
幼
児
も

児
童
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
エ
イ
サ
ー

（
沖
縄
の
伝
統
的
な
踊
り
）
で
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
昔
か
ら
知
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に

仲
良
く
な
り
、
い
っ
し
ょ
に
エ
イ
サ
ー
を

踊
っ
た
り
、
体
育
館
で
元
気
に
遊
ん
だ
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夕
方
に
は
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
対
面
。
家
族
の

皆
さ
ん
の
大
ら
か
さ
が
、
子
ど
も
た
ち
の

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
日
目
は
久
米
島
焼
で
シ
ー
サ
ー
作
り

に
挑
戦
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
や
久
米
島

の
父
兄
の
皆
さ
ん
の
優
し
い
指
導
の
も

と
、
思
い
思
い
の
シ
ー
サ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
午
後
は
海
水
浴
へ
。
サ
ン
ゴ
礁
の
白

い
砂
浜
、
真
っ
青
な
海
、
カ
ラ
フ
ル
な
熱

帯
魚
に
中
里
の
児
童
は
大
感
激
で
し
た
。

久
米
島
町
を
た
つ
日
。
４
日
間
で
受
け

た
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
親
切
と
、
抱
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
で
、
心
身
と
も

に
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
見
送
り
に

き
て
く
れ
た
友
だ
ち
と
の
再
会
を
願
い
つ

つ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

●
あ
�
と
い
う
間
に
仲
良
く
な
�
た
よ

ぼくが、このなかさと交流で心に残ったこと

が２つあります。

１つ目は、交流生の家族です。とても優しく、

気軽に話しかけてくれました。お別れのときは、

少し涙が出ました。

２つ目は、はての浜です。新潟では、あんな

にきれいな海は、見られません。特に、はての

浜でのジェットスキーが楽しかったです。

このなかさと交流で少し勇気が出ました。何

事にも挑戦することが大切だと感じました。

　　　　　山田浩登（田沢小６年、写真右）

蛇切丸物語（蒲生ケ池・鼻ゲの池・野々海
の池にまつわる竜神伝説）
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日
本
一
の
環
境
保
全
都
市
に

今
地
球
は
、
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま

す
。
毎
日
毎
日
、
南
極
や
北
極
の
永

久
氷
河
の
解
け
崩
れ
る
様
子
や
、
ア

フ
リ
カ
な
ど
大
陸
で
の
干
ば
つ
被
害

の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
南
太
平
洋
の
島

国
ツ
バ
ル
は
近
い
将
来
水
没
し
て
し

ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
根
源
は
、
す
べ
て

わ
れ
わ
れ
人
間
の
今
ま
で
の
生
産
消

費
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
危

機
感
か
ら
先
般
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

で
も
主
要
議
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
各
国
事
情
に
よ
り
し
っ

か
り
し
た
解
決
の
方
向
付
け
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
も
効
率
や
利
便
性
を
追
い

続
け
て
き
た
生
活
を
見
直
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
循

環
型
社
会
の
構
築
」
で
す
。

「
地
産
地
消
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
の
減
量
」「
廃
木
材
の
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
化
」「
レ
ジ
袋
の
削
減
」「
生
ご

み
の
た
い
肥
化
」「
身
近
で
買
い
物

運
動
」
な
ど
…
。
す
べ
て
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
一
つ
一
つ
の
行
動
の
積

み
重
ね
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
森
林
保
全
も
あ
り
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
十
日
町
市

に
は
他
に
先
駆
け
て
す
ば
ら
し
く
環

境
民
度
の
高
い
市
民
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
、
私
と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
ま

す
。市

役
所
も
小
さ
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
職
員
の
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
運

動
や
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど
の
取
り

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
も
う
一
度
生
活
を
見
直

し
て
、
や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
近

く
の
買
い
物
は
車
を
使
わ
な
い
、
冷

房
の
設
定
温
度
を
１
度
上
げ
る
、
シ

ャ
ワ
ー
や
歯
磨
き
の
と
き
は
節
水
を

心
が
け
る
な
ど
い
く
ら
で
も
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
日
本
一
の
環
境
保
全
都
市

を
築
き
上
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

浦
田
の
里
は
一
面
が
川
と
も
沼
と

も
つ
か
ず
、
辺
り
一
帯
に
葦あ

し

原
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。こ
こ
に
は
、

巨
大
な
竜
、
浦
田
の
主
が
す
ん
で

い
ま
し
た
。

お
だ
や
か
な
日
和
の
あ
る
日
、

一
人
の
村
人
が「
主
ど
ん
な
ん
か
、

お
っ
か
な
く
ね
ー
ぞ
ー
」
と
言
い

な
が
ら
沼
の
ほ
と
り
を
歩
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
何
か
ぐ

に
ゅ
っ
と
す
る
も
の
を
踏
み
つ
け

ま
し
た
。「
ま
さ
か
、
主
ど
ん
じ

ゃ
…
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
一
天
に

わ
か
に
か
き
く
も
り
、
耳
を
つ
ん

ざ
く
よ
う
な
雷
と
と
も
に
滝
の
よ

う
な
豪
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
の
主
は
、
野
々
海
池
の
主

の
娘
に
求
婚
を
し
ま
し
た
が
断
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
で
も

あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
娘
が
唐
の
国

の
太
湖
へ
と
嫁
ぐ
姿
を
一
目
見
よ

う
と
10
キ
ロ
以
上
離
れ
た
信
濃
川

の
葦
原
（
辰
の
口
）
ま
で
首
を
伸

ば
し
、
の
ぞ
き
見
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
で
尻
尾
を
踏
ん
だ
の
で
す
か

ら
大
変
で
す
。
主
は
怒
っ
て
７
日

７
晩
雨
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
村
人

は
天
を
仰
ぎ
地
に
伏
し
て
許
し
を

請
い
ま
し
た
が
、
主
は
許
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
８
日
目
の
朝
、
空
が

急
に
明
る
く
な
り
天
か
ら
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。「
悪
竜
め
、

懲
ら
し
め
る
た
め
に
讃
岐
の
沼
に

つ
な
い
で
お
い
た
の
に
、
逃
げ
出

し
て
ま
た
悪
事
を
は
た
ら
い
て
い

た
な
。
も
う
許
さ
ん
！
」。
そ
の

声
が
終
わ
な
い
う
ち
に
天
か
ら
大

岩
が
降
っ
て
き
て
竜
の
頭
に
当
た

り
、
竜
は
息
絶
え
ま
し
た
。

村
人
は
、「
こ
ら
讃
岐
の
金こ

ん

毘ぴ

羅ら

様
が
助
け
て
く
れ
た
ん
に
違
い

ね
」と
大
岩
の
上
に
お
宮
を
建
て
、

朝
に
夕
に
な
す
や
き
ゅ
う
り
の
お

供
え
を
し
て
お
参
り
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
ら
お
供
え

を
し
て
も
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
村

中
の
畑
で
な
す
や
き
ゅ
う
り
が
食

わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
こ
ら
河
童
の
し
わ
ざ
に
違

い
ね
」
と
村
中
総
出
で
河
童
を
探

し
、
つ
い
に
捕
え
て
大
岩
に
し
ば

り
付
け
ま
し
た
。河
童
は
観
念
し
、

爪
で
大
岩
に
「
ハ
マ
ナ
ス
の
つ
る

に
な
り
た
る
き
ゅ
う
り
か
と
盗
み

し
瓜
に
命
と
ら
る
る
」
と
歌
を
刻

ん
で
、
頭
の
皿
の
水
が
乾
く
ま
ま

息
絶
え
ま
し
た
。

村
で
は
、
二
度
と
悪
い
こ
と
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
、
金
毘
羅

様
の
隣
に
阿
弥
陀
様
を
ま
つ
り
ま

し
た
。
と
き
は
過
ぎ
、
阿
弥
陀
堂

は
室
野
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

も
金
毘
羅
様
に
お
参
り
す
る
人
は

絶
え
ま
せ
ん
。

発進時は一呼吸おいてから

①発進時は、ブレーキから足を離し
　たら、一呼吸おくつもりでゆっく
　りとアクセルに足を乗せます。完
　全に停止している状態からの発進
　が一番燃料を使いますので、アク
　セルは徐々に踏み込み、なめらか
　に加速しましょう。
②目標とする速度に近付いたらアク
　セルの踏み込みを緩めて、無駄に
　加速することがないように注意し
　ましょう。
③発進時には、２〜３台先に止まっ
　ている車の動きや、交差する道路
　の信号の変化に注意して、出遅れ
　ないようにタイミングを計りま　
　しょう。

エコドライブの「こつ」
― 発進時 ―

典拠：㈳日本自動車連盟

太
田
祐
貴
さ
ん
・
島
田
芽
衣
さ
ん

│
│

女
子
の

方
が
人
数
が
多
く
て
男
子
は
ち
ょ
っ
と
寂
し
が

っ
て
い
ま
す
。
で
も
団
結
力
に
は
自
信
あ
り
！

６
月
の
「
ニ
コ
ニ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、

３
年
生
が
中
心
に
な
っ
て
全
校
生
徒
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
全
校
で
一
番

少
な
い
学
年
な
の
で
、
下
級
生
を
ま
と
め
る
の

は
大
変
で
す
が
、
み
ん
な
に
責
任
感
が
出
て
き

た
の
で
、
こ
の
調
子
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

小
林
麻
稚
先
生

│
│

発
想
力
と
ノ
リ
の
良
さ
が

バ
ツ
グ
ン
！
本
人
た
ち
は
い
た
っ
て
真
面
目
な

ん
で
す
が
、
何
を
企
画
す
る
に
も
す
ご
く
想
像

力
が
豊
か
で
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
人
数

が
少
な
い
の
で
、
最
高
学
年
と
し
て
の
負
担
は

多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
に
向
き
合
え
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
自
分
た
ち
自
身
が
楽
し
む
と
い
う
ス
タ
ン

ス
を
大
事
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　何事にも全員で協力して取り組む３年Ａ組

の学年目標は、『全力疾走！ Step and go!!〜元

気があれば何でもできる☆19仔01で思い出を

〜』。昨年の60周年記念式典での合唱では、持

ち前の団結力で、一番人数が少ないながらも一

番高い評価を得ました。「“だれか”じゃなく“自

分”がやる！」という強い気持ちで全校生徒を

引っ張っている頼もしい19人の仲間たちです。

（徐々に踏み込む） （たくさん踏み込む）

ジワ～ スッ

　市街地では、走行中に消費する燃料の約４割が発

進に使われます。今回は、無駄なく、迷惑にならな

い発進の「こつ」をお知らせします。
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「
竜
の
尻
尾
と
河
童
の

　爪跡
」

（
浦
田
）

の
巻

し
っ
ぽ

つ
め



　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112内線213）へ、気軽にお寄
せください。

tokamachi topicstokamachi topics

市
役
所
の
庁
用
車
に

　
　
　

広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す

天上の楽園へご招待　小松原トレッキング

第27回十日町小唄日本一優勝大会

キ
ナ
ー
レ
５
周
年
イ
ベ
ン
ト

　７月６日㈰、第27回十日町小唄日本一優勝大会がクロス10で開催
されました。市内のほか関東や三重県などから出場した98人が、自
慢のノドで十日町小唄日本一の座を競い合いました。少年少女の部は
山下京香さん（津南町・12歳、写真右１）、60歳未満の部は榆

にれ

井
い

フサ
子さん（燕市・58歳、写真左２）、60歳以上の部は高橋幸子さん（新
潟市・61歳）がそれぞれ優勝し、　井さんが総合優勝を果たしました。
　井さんは、「声帯を痛めてから８年間歌えませんでした。声の調子
が良くなったら、まずこの大会に出ようと心に決めていました。優勝
できてうれしい」と喜びを語りました。会場に詰めかけた約400人の
観客は、見事な歌声を披露した出場者に大きな拍手を送っていました。

　

７
月
５
㈯
〜
６
日
㈰
、
キ
ナ
ー
レ
開
館
５
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー

レ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
明
石
の
湯
入

館
料
が
割
引
に
な
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が

温
泉
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
震
災
復
興
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
６
日
㈰
の
リ
ン
リ
ン
リ

ン
で
は
、
多
く
の
露
店
が
開
か
れ
、
子
ど
も
向

け
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
保
育
園

児
に
よ
る
演
奏
や
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
ゆ
う
た

ろ
う
さ
ん
や
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ａ
さ
ん
の
も
の
ま
ね
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　７月７日㈪、十日町市の南端に位置する小松原湿原を目指
すトレッキングツアーが行われ、遠くは兵庫県から来た人や
自然観察員など29人が参加しました。ときおり雨が降る中、
参加者たちは葉っぱのトンネルのようなブナ林を登り、湿原
へ。標高が上がるにつれ、オオシラビソやコメツガ、ダケカ
ンバといった亜高山帯樹木が多くなり、湿原内では池

ち

塘
とう

と呼
ばれるいくつもの池の周りにワタスゲが揺れ、ヒメシャクナ
ゲが小さな桃色の花を咲かせていました。参加者はときどき
足を止め、観察員の解説を聞いて珍しい植物をじっくり観察
しながら、大自然を全身で楽しんでいました。

内閣総理大臣安全功労者表彰（交通安全）

国
宝
出
土
25
周
年
記
念
の
集
い

　市交通指導員として活躍する中澤幾太郎さん（四日町１・72歳）が、
７月２日㈬内閣総理大臣から安全功労者表彰を受けました。安全功労
者表彰は、国民の安全の確保について顕著な功績をあげた人を表彰す
るもので、今年は24の個人・団体が表彰を受けました。中澤さんは、
昭和48年に交通指導員として就任以来35年間、幼児交通安全教室や
小・中学校の自転車教室などの指導に率先して携わってきたことが認
められました。「事故が多いのは時間のゆとりがなく、安全確認を怠
るからだと思います。高齢になると自分では分かっているつもりでも
体がついていかず、事故を起こすことがあります。夜間の外出は避け、
信号機のある横断歩道を渡ってほしいですね」と話していました。

　

中
条
笹
山
で
国
宝
火
焔
型
土
器
が
出
土
し
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
笹
山
縄
文
倶
楽
部
（
岡
田

稔
代
表
幹
事
）
の
「
国
宝
出
土
25
周
年
記
念
日

の
集
い
」
が
、
７
月
６
日
㈰
、
笹
山
遺
跡
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
笹
山
縄
文
倶
楽
部
は
笹
山
遺
跡

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー

が
、
楽
し
み
な
が
ら
国
宝
の
こ
と
を
考
え
よ
う

と
結
成
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
竹
内
市
博
物

館
長
の
講
話
の
ほ
か
、
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
新

潟
市
）
と
オ
カ
リ
ナ
ぐ
う
す
の
皆
さ
ん
の
オ
カ

リ
ナ
の
演
奏
な
ど
で
、
遠
い
縄
文
の
昔
に
思
い

を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
財
源
の
確
保

の
一
環
と
し
て
、
市
が
使
用
す
る
封
筒

や
庁
用
車
な
ど
へ
の
広
告
の
掲
載
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
庁
用
車
４
台
へ
の
広
告
（
㈱

フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
１
台
、
㈱
植
木
組
３

台
）
が
決
定
し
、
７
月
８
日
㈫
か
ら
掲

載
を
開
始
し
ま
し
た
。
掲
載
期
間
は
12

か
月
間
で
す
。

　
引
き
続
き
、
庁
用
車
へ
の
広
告
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
広
告
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
指
定
広
告
代
理
店
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問合せ

●広告掲載事業について

　財政課財政係　

　☎757-3114　FAX：752-4635

●広告の募集について

　指定広告代理店　㈱アイプランニング

　本社営業部（長岡市）営業企画室　

　☎0258-21-2842　

　FAX：0258-21-2847

（
十
日
町
市
広
告
掲
載
事
業
）
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第59回 新潟県消防大会が
十日町市で開催されます

新
潟
県
消
防
救
助
技
術
大
会
２
部
門

で
優
勝
！
全
国
大
会
出
場
へ

　
消
防
救
助
技
術
の
正
確
性
や
タ
イ
ム
を
競
う
第
25
回
新

潟
県
消
防
救
助
技
術
大
会
が
７
月
２
日
㈬
、
新
潟
市
消
防

局
訓
練
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
18
消
防
本
部
か
ら

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
今
回
の
大
会
で
は
、
４
種
目
で

全
国
大
会
、
３
種
目
で
東
北
地
区
指
導
会
へ
の
出
場
を
か

け
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
地
域
消
防
本
部
か

ら
は
全
７
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
全
国
大
会
出
場
選
考

の
「
ほ
ふ
く
救
出
」、「
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
」
の
２
種
目

で
優
勝
。
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ほ
ふ
く

救
出
の
リ
ー
ダ
ー
を
勤
め
た
中
村
裕
也
さ
ん
（
本
署
第
３

小
隊
消
防
副
士
長
・
32
歳
）
は
、「
安
全
・
確
実
を
目
標

に
訓
練
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左上から「ほふく救出」で優勝した中村裕也さん、
小林徳明さん、佐藤正人さん、左下から「ロープ応
用登はん」で優勝した春日敏明さん、山賀洋平さん

　新潟県と㈶新潟県消防協会主催による第59回新

潟県消防大会が、８月３日㈰に市内で開催されます。

同大会が市内で開催されるのは、昭和63年に次い

で３回目で、20年ぶりとなります。

　大会は「県内消防の団結を強化し、消防技術の向

上と士気の高揚を図り、消防活動の進歩充実に資す

る」ことを目的に、県知事をはじめ多数の来賓、県

下の消防関係者約2,000人を迎えて盛大に行われま

す。20年ぶりに市内で開催される消防大会に、ぜ

ひご来場ください。

日時：８月３日㈰　午前10時15分〜11時30分（意見発表・表彰式）

　　　　　　　　　午前11時50分〜午後５時（ポンプ操法競技会）

会場：クロス10（意見発表・表彰式）

　　　西小学校グラウンド（ポンプ操法競技会）

内容：意見発表者　十日町地域消防本部　藤ノ木隆司、十日町市消防団　佐藤広樹

　　　ポンプ車操法の部……十日町市消防団十日町方面隊第５分団

　　　小型ポンプ操法の部…十日町市消防団松之山方面隊第３分団、津南町消防団第５分団

十日町地域消防本部総務課消防団係　☎757-1556（内線224）問合せ
博物館　平成20年度 夏季特別展

伊達八幡館跡出土品　県指定文化財指定記念

十日町市の中世遺跡 ―発掘された集落・居館―

期間：８月12日㈫〜９月15日（敬老の日）

　市内には、国宝・火焔型土器群が出土した笹山遺跡な

ど縄文時代中期の遺跡のほかに、中世の遺跡も数多く存

在します。特別展では、市内出土の中世遺物とともに、

伊達八幡館跡出土品の中でも優品といわれる銅製品（管
かん

耳
じ

瓶
へい

・双
そう

耳
じ

壺
こ

・燭
しょく

台
だい

・錫
しゃく

杖
じょう

頭
かしら

）の関連資料として、県

内出土の銅製仏具を紹介します。

●開館時間　午前９時〜午後５時（入館は４時30分まで）
●入 館 料　一般300円、中学生以下無料
　　　　　　※団体割引あり（20人以上）
●休 館 日　毎週月曜日　※９月15日は開館

【記念講演会】「唐物からみた中世人の生活と信仰」
●日時　９月６日㈯　午後１時30分〜３時30分
●会場　博物館　　●参加費　無料
●講師　久保智康氏（京都国立博物館工芸室長）

●問合せ　博物館☎757-5531

●
日
時
＝
８
月
６
日
㈬
午
前
８
時
〜

８
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
平
和

の
火
前
●
問
合
せ
＝
原
水
爆
禁
止
十

日
町
市
協
議
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

●
日
時
＝
①
８
月
６
日
㈬
②
21
日
㈭

③
23
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無

料
●
演
目
＝
①
「
あ
し
た
元
気
に
な

ー
れ
」
②
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」「
は

と
よ
ひ
ろ
し
ま
の
空
を
」
③
「
地
球

が
動
い
た
日
」「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」

（
時
間
内
繰
り
返
し
上
映
）
●
問
合

せ
＝
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
情

報
館
内
☎
７
５
０
―
５
１
０
１
）

　
真
夏
の
雪
上
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
８
月
14
日
㈭
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

●
会
場
＝
大
厳
寺
高
原
●
内
容
＝
雪

上
綱
引
き
、
パ
ン
食
い
競
走
、
岩
魚

つ
か
み
捕
り
ほ
か
（
参
加
受
付
は
当

日
）
●
問
合
せ
＝
市
観
光
協
会
松
之

山
支
部
（
☎
５
９
６
―
３
０
１
１
）

　
雪
の
す
べ
り
台
や
雪
中
宝
探
し
な

ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！
●
日

時
＝
８
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
30
分
●
会
場
＝
清
田
山
キ
ャ
ン

プ
場
●
問
合
せ
＝
市
観
光
協
会
中
里

支
部
（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
８
月
17
日
㈰
午
後
１

時
〜
５
時
●
会
場
＝
松
代
総
合
体
育

館
●
受
講
資
格
＝
満
15
歳
以
上
で
全

日
程
（
４
時
間
）
に
参
加
で
き
る
人

●
定
員
＝
先
着
30
人
●
受
講
料
＝

１
、
５
０
０
円
（
教
材
代
、
保
険
料
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
７
日
㈭

ま
で
に
赤
十
字
安
全
奉
仕
団
十
日
町

分
団
事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
）

　
明
治
以
降
の
各
時
代
に
制
作
さ
れ

た
明
石
ち
ぢ
み
を
展
示
し
ま
す
。
●

日
時
＝
７
月
31
日
㈭
〜
８
月
31
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
●
入
館
料
＝
大
人
３
０
０

円
、
中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生
以

下
無
料
●
定
休
日
＝
毎
週
水
曜
日
※

８
月
13
日
は
開
館
●
問
合
せ
＝
キ
ナ

ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

　
初
心
者
対
象
の
釣
り
教
室
で
す
。

●
日
時
＝
８
月
10
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）
●
会

場
＝
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
●

参
加
費
＝
一
般
１
、
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料
●
持
ち
物
＝
釣
り
道

具
一
式
※
え
さ
な
ど
現
地
販
売
あ
り

●
問
合
せ
＝
中
魚
沼
漁
業
協
同
組
合

（
☎
７
６
３
―
３
０
１
２
）

●
日
時
＝
８
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部
（
☎
７
５
７
―
２

４
０
０
）

●
日
時
＝
８
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
開
場
１
時
）
●
会
場
＝

情
報
館
●
入
場
料
＝
前
売
り
１
、
０

０
０
円
（
当
日
１
、
２
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料
●
講
師
＝
田
中
優

氏
（
未
来
バ
ン
ク
事
業
組
合
理
事
長
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
田
中
新
聞

店
、
㈱
キ
ジ
マ
ほ
か
●
問
合
せ
＝
滝

沢
（
☎
７
６
８
―
２
８
１
６
）

　
大
自
然
の
中
で
多
彩
な
音
楽
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
●
日
時
＝
８

月
23
日
㈯
▼
第
１
部

：

午
後
３
時
〜

９
時
（
開
場
１
時
）
▼
第
２
部

：

午

後
10
時
〜
翌
午
前
５
時
※
18
歳
以
下

は
第
２
部
へ
の
参
加
・
午
後
10
時
以

降
の
入
場
が
で
き
ま
せ
ん
●
会
場
＝

結
い
の
里
●
入
場
料
＝
大
人
前
売
り

２
、
０
０
０
円
（
当
日
２
、
５
０
０

円
）、
中
・
高
生
１
、
０
０
０
円
、

60
歳
以
上
・
小
学
生
以
下
無
料
●
内

容
＝
▼
第
１
部

：

高
校
生
に
よ
る
ゴ

ス
ペ
ル
、
地
元
バ
ン
ド
の
演
奏
、
よ

さ
こ
い
な
ど
▼
第
２
部

：

県
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
Ｄ
Ｊ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
な

ど
●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
市
内
音
楽

関
係
店
ほ
か
●
問
合
せ
＝
金
沢
（
☎

０
８
０
―
６
６
３
９
―
４
７
０
３
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

と
お
か
ま
ち
伝
統
的
工
芸
品
展

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

第
５４
回
原
水
爆
禁
止

十
日
町
市
民
大
会

第
２２
回
真
夏
の
雪
ま
つ
り

夏
休
み
子
ど
も
上
映
会
Ⅱ

清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

チ
ャ
リ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

講
演
会
「
あ
な
た
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
い
方
で
世
界
は
変
る
」

第
5
回
渓
流
釣
り
教
室

原
爆
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
午
前
８
時
15
分
・
長
崎
に
投

下
さ
れ
た
９
日
午
前
11
時
02
分
に

家
庭
や
職
場
で
も
黙
と
う
を
捧
げ

ま
せ
ん
か
。

わ
た
し
の
主
張
０８

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会



むし歯のないよい歯の子
６月の３歳児健診を受けた子36人

※保護者の承諾を得て掲載しています

　
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
立
ち
上

げ
を
題
材
に
し
た
映
画
で
す
。
●
日

時
・
会
場
＝
①
８
月
30
日
㈯
津
南
町

文
化
セ
ン
タ
ー
（
津
南
町
）
②
31
日

㈰
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
と
午

後
４
時
〜
６
時
●
入
場
料
＝
一
般
前

売
り
１
、
０
０
０
円
（
当
日
１
、
２

０
０
円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
あ
お
ぞ
ら
、

あ
ん
し
ん
ほ
か
●
問
合
せ
＝
宮
内

（
☎
７
５
０
―
７
１
８
０
）

　
午
後
５
時
か
ら
姫
田
忠
義
氏
（
民

族
文
化
映
像
研
究
所
所
長
）
の
講
演

会
も
行
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
８
月
２

日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
開
場
２
時
）

※
要
予
約
●
会
場
＝
浦
田
交
流
体
験

館
●
入
場
料
＝
一
般
１
、
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料
●
予
約
・
問
合
せ

＝
木
暮
（
☎
５
９
６
―
３
９
６
９
）

　
富
山
県
の
「
富
山
県
立
近
代
美
術

館
」
と
石
川
県
の
「
金
沢
21
世
紀
美

術
館
」
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。
●
日

時
＝
８
月
31
日
㈰
午
前
６
時
30
分
出

発
（
日
帰
り
）
●
参
加
費
＝
１
１
、

０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
●
定
員
＝

先
着
90
人
●
申
込
み
＝
８
月
12
日
㈫

ま
で
に
、
申
込
書
（
申
込
み
先
に
配

置
）
か
郵
便
は
が
き
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

同
じ
バ
ス
に
乗
り
た
い
人
の
名
前
を

記
入
し
〒
９
４
８
―
０
０
２
２
十
日

町
市
学
校
町
１
中
央
公
民
館
内
「
18

回
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
係
に
提
出
※

芸
術
協
会
会
員
は
「
芸
協
会
員
」
と

記
入
●
問
合
せ
＝
市
芸
術
協
会
事
業

部
・
宮
澤
（
☎
７
５
８
―
２
９
６
５
）

●
日
時
＝
８
月
11
日
㈪
午
前
９
時
〜

正
午

：

な
ご
み
の
家
、
午
後
１
時
〜

３
時

：

あ
ん
し
ん
●
会
場
＝
ジ
ャ
ス

コ
十
日
町
店
●
問
合
せ
＝
ジ
ャ
ス
コ

十
日
町
店
（
☎
７
５
２
―
０
０
３
３
）

　
20
年
９
月
１
日
付
け
採
用
の
パ
ー

ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
人

数
＝
１
人
●
応
募
資
格
＝
昭
和
40
年

４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
で
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
心
が
あ
り
健
康
な
人
●
業
務

内
容
＝
一
般
事
務
●
勤
務
時
間
＝
週

20
時
間
程
度
●
時
給
＝
８
４
０
円
●

試
験
方
法
＝
面
接
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
10
日
㈰
ま
で
に
、
履
歴
書

を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
２
―

４
３
７
７
）
に
提
出

　
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
秋
の
ブ
ナ
林
で

オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
自
然
観
察
会
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
23
日
（
秋

分
の
日
）
午
後
１
時
〜
４
時
●
会
場

＝
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
８
月
22
日
㈮
ま
で
に
観
光

交
流
課
（
☎
７
５
７
―
３
１
０
０
）

●
募
集
期
間
＝
７
月
28
日
㈪
〜
８
月

11
日
㈪
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み

条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維

持
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

●
日
時
＝
８
月
25
日
㈪
午
後
７
時
〜

８
時
40
分
（
予
定
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
８
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
明
石

万
灯

：

十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７

５
７
―
５
１
１
１
）・
民
謡
流
し

：

市
観
光
協
会
十
日
町
支
部
（
☎
７
５

７
―
３
３
４
５
）

　
21
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人

数
＝
①
介
護
職
員
３
人
②
事
務
員
１

人
●
受
験
資
格
＝
①
介
護
福
祉
士
資

格
を
有
す
る
人
（
21
年
４
月
取
得
見

込
み
含
む
）
②
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ

ル
）
操
作
が
で
き
る
人
●
勤
務
場
所

＝
当
法
人
が
運
営
す
る
施
設
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
８
月
18
日
㈪
ま
で
に

１
人
３
点
ま
で
、
返
却
不
可
②
作
品

の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
写
真
の
タ
イ
ト
ル
を
明
記

③
作
品
の
著
作
権
は
県
に
帰
属
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
29
日
㈮
ま
で

に
県
児
童
家
庭
課
青
少
年
育
成
係

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
１
４
）

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
な
ど

（
養
育
者
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
４

月
〜
７
月
分
を
８
月
11
日
㈪
に
振
り

込
み
ま
す
。
●
手
当
額
＝
受
給
者
に

よ
り
異
な
る
の
で
証
書
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

年
金
係
（
内
線
１
６
７
）
ま
た
は
各

支
所
市
民
課

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手

続
き
を
し
な
い
と
、
医
療
費
助
成
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
更
新
が
必
要
な
人
に
は
、
後
日

通
知
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
市
役

所
本
庁
ま
た
は
支
所
で
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
●
持
参
す
る
も

の
＝
①
市
の
通
知
文
書
②
受
給
者
証

③
印
鑑
④
医
療
保
険
証
●
期
間
＝
８

月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮
●
提
出
・
問
合

せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
係
（
内

線
１
２
７
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

　
７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
及
び
介
護
保

険
料
第
４
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

（
７
月
31
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
13

日
㈬
〜
15
日
㈮
は
午
後
５
時
閉
館

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
※
13

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
☎

７
５
６
―
２
１
０
６
）

　
21
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人

数
＝
①
介
護
職
員
３
人
②
事
務
員
１

人
●
受
験
資
格
＝
自
動
車
免
許
を
有

す
る
人
※
①
介
護
福
祉
士
資
格
を
有

す
る
人
優
遇
●
勤
務
場
所
＝
あ
か
ね

園
●
１
次
試
験
＝
９
月
21
日
㈰
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
９
月
７
日
㈰
ま
で

に
、
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
）・

卒
業
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
（
☎
７
６

８
―
４
５
６
５
）

　
放
送
大
学
で
は
、
20
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
教
養
学
部
生
・

大
学
院
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●

出
願
締
切
り
＝
８
月
31
日
㈰
（
必
着
）

●
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
放
送
大
学

新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―

２
２
８
―
２
６
５
１
）

　「
家
庭
の
日
」
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
す
る
家
族
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
●
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
者
●

応
募
要
綱
＝
①
Ｌ
判
ま
で
の
写
真
で

２
人
以
上
が
写
っ
た
も
の
※
応
募
は

日
㈬
〜
15
日
㈮
と
25
日
㈪
〜
27
日
㈬

は
午
後
５
時
閉
館

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
13
日
㈬
・
27

日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
休
館
日
な
し

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
休
館
日
な
し

※
５
日
㈫
・
12
日
㈫
〜
17
日
㈰
・
19

日
㈫
・
26
日
㈫
は
午
後
５
時
閉
館

●
川
西
診
療
所
＝
14
日
㈭
・
15
日
㈮

●
倉
俣
診
療
所
＝
13
日
㈬
〜
15
日
㈮

●
中
里
歯
科
診
療
所
＝
13
日
㈬
〜
15

（福）
あ
か
ね
会
職
員
募
集

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ　

８
月
の
里
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

●参加費　大人500円、小・中・高生300円
　           （一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ　キョロロ　☎595-8311

期日 時間・テーマ

２日㈯
午後１時30分〜４時30分：森と田んぼの生き物・クワガタ探険
午後８時〜８時30分：夜の昆虫探険（集合：旧三省小グラウンド）

３日㈰ 午後１時30分〜３時：森と田んぼの生き物・クワガタ探険

10日㈰
午後１時30分〜３時：里山の生き物探険
午後３時15分〜４時：昆虫標本づくり

11日㈪ 午後１時30分〜３時：森と田んぼの生き物・クワガタ探険

12日㈫ 午後１時30分〜３時：森と田んぼの生き物探険

13日㈬ 午後１時30分〜３時：ミクロな生き物の世界

14日㈭ 午後１時30分〜３時：チョウ探険

15日㈮
午後１時30分〜３時：里山の生き物探険
午後３時15分〜４時：昆虫標本づくり

16日㈯
午後１時30分〜３時：ミクロな生物の世界
午後１時30分〜４時30分：花カレンダー調査

17日㈰ 午後１時30分〜３時：山の幸探険

23日㈯
午前５時30分〜８時30分：探鳥会
午後１時30分〜３時：トンボとヤゴ探険
午後８時〜９時：夜の昆虫探険（集合：大厳寺管理棟前）

24日㈰
午後１時30分〜３時：里山の生き物探険
午後３時15分〜４時：昆虫標本づくり

30日㈯ 午後１時30分〜３時：甲虫探険

31日㈰ 午後１時30分〜３時：セミの抜け殻探険

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

十
日
町
市
体
育
協
会

パ
ー
ト
職
員
募
集

　
日
㈮

●
室
野
診
療
所
＝
14
日
㈭

●
松
之
山
診
療
所
＝
15
日
㈮

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
高
卒
者
用

求
人
の
受
付
を
６
月
20
日
か
ら
（
大

卒
等
用
求
人
は
３
月
１
日
か
ら
）
開

始
し
て
い
ま
す
。
21
年
３
月
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
の
雇
用
の
確
保
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
求
人
に
つ
い
て
の

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数 備 考

松
代

善宗塚
住宅

昭和52年度建築

簡易耐火造３階建
６帖１室、

4.5帖２室、DK
11,800円　
〜19,900円

３戸
８、11、
21号室

下町
住宅

平成４年度建築

木造高床３階建
10帖１室、

６帖１室、LDK
19,800円　
〜32,900円

１戸 ３号室

松
之
山

松之山
第一住宅

昭和55年度建築

簡易耐火造３階建
６帖３室、K

14,800円　
〜24,600円

１戸 ２号室

8
月
の
休
館
日

『
越
後
奥
三
面
―
山
に
生
か

さ
れ
た
日
々
―
』
上
映
会

な
ご
み
の
家
、
あ
ん
し
ん
の

手
作
り
作
品
を
販
売
し
ま
す

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

生
き
て
い
る 

み
ん
な
の
税
が 

こ
の
町
に

7
月
の
納
税
・
納
付

放
送
大
学
１０
月
入
学
生
募
集

よい歯の子 住　所 保護者

熊 木 綺
きら

里
り

（稲荷町２） 寿一

村 山 優
ゆ

奈
な

（稲荷町西） 浩行

片 桐 貫
かん

太
た

（高田町２） 浩之

德 永 　 誉
ほまれ

（高田町３南） 正人

渡 邊 彩
あ

生
い

（学校町２） 康典

福 﨑 　 柊
しゅう

（田川町３） 吉一

高 橋 く る み（本町７- １） 光正

村 山 彩
あや

花
か

（本町７- １） 良則

大 久 保 悠
ゆう

史
じ

（新座２） 義宏

金 澤 真
ま

心
こ

（中条島） 健太

金 子 史
み

知
さと

（千歳町２・３） 智巳

野 澤 ア テ ネ （春日町２） 昭夫

若 山 果
か

蓮
れん

（塚原町） 勉

小 野 塚 裕
ゆう

大
だい

（高田町４） 智紀

馬 場 遥
よう

路
じ

（高田町５） 浩一

馬 場 敏
とし

生
き

（小泉１） 正彦

小 海 快
かい

都
と

（名ケ山） 一弘

宗 村 和
わ

奏
かな

（下条栄町） 賢一

宮 澤 希
き

良
ら

里
り

（小黒沢） 健太郎

宮 澤 　 陸
りく

（小黒沢） 信弘

宮 澤 　 悠
はるか

（伊達４） 純一

金 澤 　 弦
げん

（新宮１） 守

戸 田 　 愛
あい

（塩辛） 裕紀

齋 喜 　 伝
つとう

（倉俣） 幹夫

南 雲 冬
と

萌
も

（堀之内） 明

村 山 瑞
み

乙
と

鳥
り

（太平） 英昭

村 山 　 博
ひろし

（湯本） 仁一

8
月
の
国
保
診
療
所
休
診
日

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

「
家
庭
の
日
」
あ
っ
た
か

ほ
の
ぼ
の
写
真
募
集
！

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

4
月
〜
7
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

森
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
団
体
募
集

十
日
町
お
お
ま
つ
り

「
明
石
万
灯
」「
大
民
謡
流
し
」

参
加
団
体
募
集

市
芸
術
協
会

第
１８
回
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

『
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
』

上
映
会
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

（福）
十
日
町
寿
福
祉
会
職
員
募
集



●県立十日町病院耳鼻咽喉科
　　　　　　　　　休診のお知らせ

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

小林内科医院 中町 752-7155

津南病院 津南町 765-3161

中条病院 北原 757-3018

石川医院 津南町 766-2061

富田医院 発電所通り西 761-0200

上村病院 田中 763-2111

池田医院 本町西１ 752-2581

川西診療所 高原田 768-2034

(五)(鈴)

▼
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
自
然
が
守
ら
れ
て

い
る
。
と
村
山
祐
一
さ
ん
。
キ
ョ
ロ
ロ
や

農
舞
台
が
で
き
て
山
道
が
で
き
、
人
が
里

山
に
入
る
こ
と
で
目
が
向
け
ら
れ
守
ら
れ

る
。
何
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
張
る
だ
け
で

は
な
い
ん
で
す
ね
。
▼
転
作
の
現
地
確
認

で
、耕
作
放
棄
田
に
葦
が
茂
り
、葛（
ク
ズ
）

が
は
び
こ
っ
て
い
る
わ
が
農
地
を
見
て
、

切
り
拓
い
た
こ
ろ
の
先
代
の
苦
労
を
思
い

起
こ
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
数
年
前
、
こ

の
ク
ズ
を
役
立
て
よ
う
と
、
根
を
掘
り
起

こ
し
生
薬
に
も
な
る
ク
ズ
粉
を
採
ろ
う
と

懸
命
に
な
り
ま
し
た
。
土
中
の
岩
盤
に
も

入
り
込
む
剛
根
を
掘
り
、
採
っ
た
約
３
㎏

の
根
か
ら
は
わ
ず
か
３
ｇ
し
か
採
れ
ず
、

一
度
で
挫
折
。
新
た
な
産
業
に
結
び
付
け

よ
う
、な
ん
て
躍
起
に
な
っ
た
の
で
す
が
。

ク
ズ
は
、
秋
の
七
草

を
楽
し
む
く
ら
い
で

い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

▼
普
段
、
和
服
姿
の
人
を
見
る
機
会
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
祭
り
の
多
い
こ

の
季
節
は
違
い
ま
す
。
千
手
観
音
十
七
夜
祭

り
が
行
わ
れ
た
16
日
㈬
、
浴
衣
を
着
た
女

性
が
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
の
を
帰
宅
途
中

に
見
か
け
ま
し
た
。
す
っ
き
り
と
し
て
涼

し
げ
な
姿
は
、
暑
い
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
。
目
で

涼
を
感
じ
ら
れ
る
、魅
力
的
な
風
物
詩
で
す
。

▼
き
ゅ
う
り
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ

ト
…
わ
が
家
で
採
れ
た
野
菜
が
食
卓
に
登

場
し
始
め
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば

季
節
に
関
係
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
並

ん
で
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
旬
の
時
期
に

食
べ
る
味
は
格
別
で
す
。
夏
野
菜
に
は
体

を
冷
ま
す
効
果
を
持
つ
も
の
が
多
い
ら
し

い
の
で
、
お
い
し
い

う
え
に
夏
バ
テ
対
策

に
も
な
っ
て
一
石
二

鳥
。
旬
の
味
を
た
く

さ
ん
楽
し
も
う
。

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日※14日㈭は休み
 　▽松代支所　　１日㈮　  ▽松之山支所　12日㈫
 　▽中里支所　　22日㈮　 ▽川西支所　　26日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

28日㈭
午後１時
　〜１時30分

20年４月
生まれの

乳 児

10か月児
健診

20日㈬ 午後１時〜２時
19年10月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

27日㈬
午後１時
　〜１時30分

19年２月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

20日㈬
午前９時
　〜９時30分

18年２月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

21日㈭
午後１時
　〜１時30分

17年２月
生まれの

幼 児

対象児と内容 開　催　日

２か月〜４か月児
離乳食準備〜初期

６日㈬　　　

６か月〜９か月児
離乳食中期〜後期

19日㈫　　　

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場においでください

持 ち 物　母子健康手帳・

　　　　　筆記用具

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

８月は夏休みです。

９月２日㈫からまた始まります。

●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも相談できます。

●日　時　６日㈬午後３時〜５時

●会　場　十日町保健センター　

●医　師　須賀医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係（内線126）または、十日町

　地域振興局健康福祉部地域保健課☎757-2400

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です

　毎週月〜金曜日午前９時〜午後５時

　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約

　毎週木曜日午前10時〜午後４時

　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日午前10時〜正午

　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】26日㈫午後１時30分〜４時

       　　　　会場：はあとふる川西

　【松代地域】１日㈮午後１時30分〜４時

     　　　　  会場：しぶみの家

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日午後１時30分〜４時 

　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約

　20日㈬午後１時30分〜４時30分

　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　11日㈪・25日㈪午後１時30分〜４時

　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　14日㈭・28日㈭午前10時〜正午、午後１時〜３時

　会場：クロス10

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）

　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　23日㈯午後２時〜３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　７日㈭午前10時〜11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

 なかよしランド

●健康相談 保健師による相談

３日㈰

10日㈰

17日㈰

24日㈰

31日㈰

期　日 会　　　場 受付時間

４日㈪・18日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

５日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

７日㈭
吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

山谷集会所 午後1時30分〜3時30分

８日㈮
水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

平成園 午後1時30分〜3時30分

12日㈫
新座コミュニティセンター 午前9時30分〜11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分〜3時30分

18日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

22日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

北原集落センター 午後1時30分〜3時30分

25日㈪
松之山支所 午前8時30分〜11時30分

中里支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

　担当医師が不在となるため、８月25日㈪・26日㈫・

27日㈬の３日間、耳鼻咽喉科を休診します。

　ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。

●問合せ　県立十日町病院　☎757-5566

●期日・会場

　５日㈫　下条公民館

　15日㈮　市役所本庁

●受付時間

　午前10時〜正午、午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）
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2008年8月 August
●ちびっこひろば ●こころの健康相談●休日救急医

2008年8月 August
●離乳食教室

●全血献血

●乳幼児健診

十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4957 

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ



4

十
日
町
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の

代
わ
り
に
「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
使

っ
て
、
専
用
の
ゴ
ー
ル
に
何
投
で
投
げ
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う
競
技
で
す
。
50

年
ほ
ど
前
に
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
日
本
で

は
20
年
く
ら
い
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
に
わ
か
に

競
技
人
口
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

に
、
県
内
で
も
い
ち
早
く
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
た
の
が
「
十
日
町
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
」
で
す
。
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

に
設
置
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
管
理
し
て
い
る

「
芋
川
遊
志
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
昨
年
４
月
に
設
立
。
日
本
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
協
会
公
認
で
、
現
在
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
13
人
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
代
表
の
高
橋
敏
昭
さ
ん（
芋
川
・

58
歳
）
は
、「
飛
距
離
や
デ
ィ
ス
ク
の
曲
が

り
具
合
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
投
げ
る

の
が
コ
ツ
。
思
い
通
り
に
ゴ
ー
ル
に
入
る
と

最
高
で
す
よ
。
家
族
や
各
団
体
で
も
楽
し
め

る
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
参
加
を
募
り
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
第
４
日
曜
日
に
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
開
催
し

て
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。参
加
費
は
無
料
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
も
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
10
月
に

は
第
２
回
清
津
川
オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
大
会
も
開
催
し
ま
す
。
芝
生
の
広
場
で
気

分
そ
う
快
。
お
す
す
め
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

爽
快
！　
ナ
イ
ス
ス
ロ
ー

ディスクゴルフに使う「フライングディ
スク」。遠くへ飛ばす「ドライバー」や
近距離で正確にゴールを狙う「パット＆
アプローチ」などを使い分けて競技する

　毎月第４日曜日に行われるディスクゴ
ルフチャレンジデー。大人も子どもも楽
しめます

　

清
津
川
の
ほ
と
り
、
中
里
地
域
・
芋
川
地
内
に
あ
る
「
清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
」。
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
場
は
、
県
内
で
も
数
少
な
い
デ
ィ
ス
ク
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
を
兼
ね
た
、
憩
い
の
公
園
。
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
」
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
。

　

１
回
の
ゲ
ー
ム
で
18
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
す
。
全
長
は
約

１
、
０
０
０
メ
ー
ト
ル
。
清
津
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
ば
気
分
は
最
高

チェーンで覆われた
ゴールにディスクを
投げ込む

《問合せ》
代表・高橋

☎ 090-1114-6150

22市報とおかまち『だんだん』平成20年7月25日号


	表紙　夏の装い
	「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」③
	イベント・カレンダー（８月）

	駅通り七夕まつり ミニ大地の芸術祭
	農家の相談所 十日町市農業委員　新委員決定！
	自然を遊べる「森の学校」キョロロ へおいでよ
	第15回里山学会　土から地球を考える
	2008年 夏の特別企画展　森を支える小さな戦士〜落ち葉の下のいきもの展〜
	夏休みミニ講座　昆虫博士といっしょに 昆虫探しに出かけよう！

	協働のまちづくり情報③　市議会・地域協議会で懇談 協働のまちづくり
	市議会総務委員会　協働を学ぶ
	職員プロジェクトチーム発足！

	地域の風〜支所からのたより〜（松代・中里）
	 oh! my クラス
	エコドライブのススメ
	お〜い！昔
	なじょも、なじょも
	まちの話題 タウン・トピックス
	第27回十日町小唄日本一優勝大会
	天上の楽園へご招待　小松原トレッキング
	キナーレ５周年イベント
	国宝出土25周年記念の集い
	内閣総理大臣安全功労者表彰（交通安全）

	市役所の庁用車に広告を掲載しています
	第59回新潟県消防大会が十日町市で開催されます
	新潟県消防救助技術大会２部門で優勝！全国大会出場へ
	お知らせ・ガイド
	博物館　平成20年度 夏季特別展　十日町市の中世遺跡—発掘された集落・居城—
	むし歯のないよい歯の子
	「森の学校」キョロロ　８月の里山体験プログラム

	８月の健康相談・休日救急医・乳幼児健診ほか
	この時 熱中・夢中 —十日町ディスクゴルフＣＬＵＢ—

